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Abstract This study examines how manuscripts of Arabic historical works written in the Mamluk

period were transmitted, accepted, and circulated in the Ottoman period. It focuses on the manuscripts of

ʿIqd al-jumān fī tārīkh ahl al-zamān, by Badr al-dīn al-ʿAynī (1361-1451).

During the Mamluk period, several versions of ʿIqd al-jumān were copied directly from the

holograph manuscripts. Most of these manuscripts, including holographs, were transported to the

Ottoman palace libraries following Selim Iʼs conquest of Egypt. From the end of the seventeenth century,

ʿIqd al-jumān began attracting courtiersʼ attention, and additional copies of the manuscript, together

with its translations into Ottoman Turkish, were made available. In the era of Ahmet III (1703-30),

Grand Vizier Nevşehirli Damad İbrahim Paşa is known to have organized a translation project for this

chronicle.

The eight volumes of manuscripts preserved in the Türk ve İslam Eserleri Müzesi (TIEM) depict

the treatment of the manuscripts of ʿIqd al-jumān during this translation project. According to a

colophon attached to the TIEM manuscripts, these manuscripts had been originally preserved in the

Selimiye library established by Selim II in Edirne. They were then transported to Istanbul for utilization

in the translation project. Although the Selimiye collection has been disseminated among several libraries

in Istanbul, it can be restored by identifying the tughra of Selim II on the front page of each manuscript.

A close examination demonstrates that the Ottoman versions of ʿIqd al-jumān may have been

copied from the Selimiye collection in Edirne even before the commencement of the translation project.

Conversely, most of the holograph manuscripts of ʿIqd al-jumān had been preserved in Ahmet IIIʼs

library in the Topkapi Palace and, as a result, might have been unknown to contemporary translators.
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は じ め に

マムルーク朝時代 (1250-1517 年)，カイロやダマスクスなどの大都市においてはアラビ

ア語での文筆活動が盛んに行われ，多くの書物が執筆・書写された。しかし 1516 年，1517

年に行われたセリム 1世 (在位 1512-20 年) による征服活動の結果，これらの地域はオスマ

ン朝の支配下に置かれることとなった。セリム 1世は征服地から多くの文物を接収し，それ

らをオスマン朝の首都イスタンブルに持ち去ったことで知られるが，アラビア語稿本につい

ても，カイロ，ダマスクスなどから多くが持ち去られたと考えられる。

一方，オスマン朝には愛書家として知られる君主が数多くいた。中でも有名なのは，大宰

相ネヴシェヒルリ・ダーマード・イブラヒム・パシャNevşehirli Damad İbrahim Paşa とと

もに「チューリップ時代」とも呼ばれる文化爛熟期を現出したアフメト 3世 (在位 1703-30

年) である。彼は書籍蒐集に並々ならぬ関心を示し，宮廷内に彼の名を冠した図書館を建設

した。また彼は，アラビア語やペルシア語の名高い書物を集め，オスマン・トルコ語への翻

訳事業を遂行したことでも知られる［林 2008 : 281 ; 小笠原 2018：200-202］。また近年では

ネジプオールらの研究が，バヤジト 2世 (在位 1481-1512 年) の蒐集した稿本についての網

羅的な調査を行った。彼らの研究が明らかにしたのは，バヤジトが父であるメフメト 2世の

イスタンブル征服時に獲得された書物を受け継ぎ，さらに自ら新たに入手した書物を加えた

一大コレクションを有していたという事実である［Necipoğlu et al. 2019］。

アラビア語歴史文献学の立場からすれば，オスマン朝下での稿本伝来や書写のプロセスを

明らかにする作業は，それぞれの作品，あるいは稿本の史料的価値を確定するためには欠か

せない。しかし上記のような研究は端緒についたばかりであり，オスマン朝においてアラビ

ア語の稿本がどのようにして集められ，宮廷人士の間でどのように受容されたのかについて

は，依然として具体的な情報に乏しい。

そこで本稿では，年代記『世人の歴史における真珠の首飾り (ʿIqd al-jumān fī tārīkh ahl

al-zamān)』(以下，『真珠』と略す) をとりあげ，この作品の稿本がどのようにしてオスマ

ン朝に伝わり，受容され，流布したかを検討する。『真珠』はマムルーク朝後期に活躍した

歴史家バドルッディーン・アイニー Badr al-dīn al-ʿAynī (1361-1451 年) によって執筆さ

れた大部の年代記であり，マムルーク朝末期においては何人かの書写者によって数多くの稿

本が作られた。自筆本を含むこれらの『真珠』稿本は，現在その多くがイスタンブル等のト

ルコ共和国内の蔵書機関に収蔵されている。中でも，トルコ・イスラム美術博物館 (Türk

ve İslam Eserleri Müzesi，以下 TIEM と略す) が所蔵する 8 冊の稿本は，従来の研究では

十分には利用されてこなかったが，『真珠』稿本群の来歴を示す多くの手がかりを含んでい

る。『真珠』の各稿本がどのようなプロセスを経てオスマン朝宮廷にもたらされたかを明ら

かにすることは，高い史料的価値を有する『真珠』の歴史文献学的研究に資するだけでなく，
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オスマン朝社会においてアラビア語文献がどのように受容されていったかを考える手がかり

ともなるだろう。

Ⅰ 『真珠』稿本の全体像

1 マムルーク朝期稿本

現存する『真珠』稿本は，マムルーク朝期に作られたものと，オスマン朝期に作られたも

のとに大別できる。ここではまず，マムルーク朝期に作られた稿本を，(1) 自筆本，(2) イ

フミーミー書写本，(3) 2 分冊稿本に分け，それぞれの基本的な情報を整理する1)。

(1) 自筆本

アイニーは『真珠』全体を全 19巻からなるものとして執筆したが，そのうち自筆本が残

るのは 14冊分である。これらの稿本は，筆跡や，大きさ，1 ページあたりの行数など外見

的特徴を共有するほか，すべてのタイトルページに，アイニーが建立したバドリーヤ学院

(al-Madrasah al-Badriyyah) へのワクフとして設定する旨を記す書き込みがある。執筆時

期は 1422 年から 1438年であり，第 19巻の後半部のみは著者の晩年に書き足されている。

現在これらはいずれもイスタンブルにあるトプカプ宮殿図書館 (Topkapı Sarayı Müzesi

Kütüphanesi)，バヤジト国立図書館 (Beyazıt Devlet Kütüphanesi)，スレイマニイェ図書館

(Süleymaniye Kütüphanesi) に分かれて所蔵されているものの，元々これらの自筆本は同

じ時期に作られ，同一箇所に保存されていた，一揃いの稿本群を形成していたと考えられ

る2)。

(2) イフミーミー書写本

バヤジト国立図書館のVeliyyüddin コレクションに収められた『真珠』稿本のうち，4冊

には，イフミーミーMuh
̇
ammad b. Ah

̇
mad b. Muh

̇
ammad al-Ans

̇
ārī al-Ikhmīmīなる人物が

著者アイニーの自筆本から直接書写したとの記述がある。これら 4冊の他にも，末尾が欠損

しているもう 1冊は，筆跡や，行数等の外見的特徴が酷似しており，同じ人物の書写である

ことは間違いない。同時代の人名録によるとイフミーミーとは，アイニーに教えを受けたウ

ラマーの 1人である。これらの稿本に加え，トプカプ宮殿図書館所蔵の 1冊と，後で詳しく

述べる TIEM 所蔵の 1冊もまた，イフミーミーとの書写者名を持ち，その筆跡，行数やサ

イズなどの外見的特徴も共通しているため，イフミーミー書写本群の一部をなすものと見な

しうる。イフミーミー書写本の書写時期は 1487 年から 1492 年にかけてであり，自筆本に次

1 ) マムルーク朝期稿本については中町 2004 : 138-143 でその概観を示している。

2 ) 中町 2006 : 42-44 参照。なお，同稿表 1 で示した自筆稿本それぞれの擱筆年月日は，

Nakamachi 2021 : 130, Table 1 に完全な形で提示してあるのでそれを参照のこと。
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いで重要な史料的価値を有する稿本群である。詳しい情報は【表 1】のとおりである3)。

(3) 2分冊稿本

Veliyyüddin に収蔵されている『真珠』稿本のうち，2点は自筆本，5点はイフミーミー

書写本である。Veliyyüddin 稿本群のマイクロフィルムを所蔵するエジプトの国立図書館

(Dār al-Kutub) は独自のカタログを作りこれらの稿本の情報を記しているが，それによる

と残る 15点の書写者はアズハリー ʿAbd Allāh b. ʿĪsá b. Ismāʿīl al-Azharīという人物である

という［Dār al-Kutub 1930 : 267-269］。アズハリーについては，同時代史料には一切の情報

が残されていないが，Veliyyüddin 2386, 2394 の 2 稿本の末尾に書写者としての彼の名前と

書写年月日が記されている。筆者はかつて，このカタログの記述に従いつつ，これら 15点

のうち明らかに外見的特徴や収載内容の異なる 5点を除く 10点を，アズハリー書写本とし

ていた［中町 2004 : 140-142］。

しかし，今回再検討したところ，これらの稿本はそれぞれ行数やサイズなどで共通点があ

るものの，丁寧なナスフ体で書かれたその筆跡は個人の特定が難しく，必ずしも単一の人物

の筆跡とは言えないと考えるにいたった。さらに前稿では，スレイマニイェ図書館が所蔵す

る Süleymaniye 831-835 の 5 稿本もまたアズハリー書写本として分類していたが，やはりこ

れらも筆跡の違いから，必ずしもアズハリーによる書写本とは言えないと考えている［Eş

2010 : 2, 494-498］。

ただしこれらの稿本は筆跡の違いにかかわらず，その内容において共通点があるため，一

つのまとまった稿本群と見なしうるとの見解は変わらない。その共通点とは，これらの稿本

の 2冊分の内容が，自筆本やイフミーミー稿本の 1冊分に相当しているという点である。す

なわち，自筆本やイフミーミー稿本が全 19巻で構成されているのに対して，これらの稿本

3 ) 中町 2004 : 139-140。なお，同稿表 2 ではいくつかの情報が不完全なままであったが，その後

の史料調査で補い，本稿【表 1】で完全な形で示した。
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【表 1】 イフミーミー書写本

巻 所蔵番号 収載内容 (AH) 葉数/行数/サイズ 書写年月日

1 Veliyyüddin 2374 前書き- 395/23/270×185 892.07. 11/1487.07. 03

4 Ahmet 2911/C4 11-23 309/23*1/270×185 893.09. 26/1488. 09. 03

8 Veliyyüddin 2384 151-203 210/24/262×185

12 Veliyyüddin 2389 521-578 327/23/275×180 898. 02. 27/1492.12. 18*2

14 Veliyyüddin 2391 621-688 363/23/275×180 895.05. 07/1490.03. 29*3

16 TIEM 2157 708-724 273/23/268×176 893.12. 16/1488. 11. 21

19 Veliyyüddin 2396 799-849 387/23/270×180 893.06. 19/1488. 05. 31

*1 Karatay 1966 : 397 では行数を 19 行としているが，実見したところ 23 行ないし 24 行であった。

*2 ʻIqd/Rizq : 1/329.
*3 ʻIqd/Amīn : 2/394.



は全 38 巻で構成されているのである。そこで本稿では，これらの稿本を「2 分冊稿本」群

と呼ぶこととする。なお，後述する TIEM にも「2 分冊稿本」に当てはまるものがあるた

め，【表 2】ではTIEM稿本の情報も一覧に含めた。

2 オスマン朝における『真珠』への関心――翻訳と書写

これらマムルーク朝期に製作された『真珠』の諸稿本は，管見の限り，現在ではすべてト

ルコ国内，イスタンブルの図書館に所蔵されている。カイロに置かれていたであろうこれら

の稿本が，いつどのようにしてイスタンブルにたどり着いたか，具体的なことは明らかでな

い。しかし，『真珠』という作品がオスマン朝の宮廷においてしばしば関心が払われていた

ことは，以下の事実からうかがえる。

美術史家のアルタンによれば，1693-94 年に『真珠』のオスマン語訳の稿本が作られたと

いう。それは，「黄道 12 宮」などの星座を描いたものであり，女性の裸体図像を含む，豪華
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【表 2】 2 分冊稿本

巻 所蔵番号 収載内容 (AH) 葉数/行数/サイズ 書写年月日

1 Ahmet 2911/C1 前書き- 251/19/270×180

3 Veliyyüddin 2375 383/19/270×180

4 TIEM 2155 242/19/270×180 881.09. 05/1476.12. 22

5 Ahmet 2911/C3 -4 309/19/270×180

6 TIEM 2156 5-10 333/19/268×180

7 Veliyyüddin 2378 11-16 297/19/265×182

8 Veliyyüddin 2379 16-23 291/19/265×180

9 Veliyyüddin 2380 24-38 290/19/265×180

10 Veliyyüddin 2381 39-60 260/19/275×180

11 Süleymaniye 831 61-73 304/19/270×185

12 Süleymaniye 832 74-95 265/19/270×185

13 Ahmet 2911/C13 96-126 264/19/270×180

14 Veliyyüddin 2383 126-150 286/19/275×180

15 Süleymaniye 833 151-192 227/19/270×185

16 Ahmet 2911/C16 193-226 245/19/270×180

17 Veliyyüddin 2385 226-279 268/19/270×180

18 Veliyyüddin 2386 279-330 254/19/275×182 890.12. 6/1485.12. 14

19 TIEM 2158 331-386 283/19/268×180

20 Süleymaniye 834 386-430 272/19/270×185

21 Ahmet 2911/C21 431-481 272/19/270×180

22 TIEM 2159 481-521 314/19/272×188

25 TIEM 2160 579-591 218/19/268×180

26 TIEM 2161 591-621 420/19/270×180

31 Veliyyüddin 2393 708-712 234/19/275×185

32 Veliyyüddin 2394 713-724 243/19/275×180

33 Süleymaniye 835 725-735 256/19/275×180 891.02. 24/1486.03. 01

34 Ahmet 2911/C34 736-746 273/19/270×180

37 TIEM 2162 799-813 303/19/270×180



な彩色本であった［Artan 2006 : 429 ; Rogers 1986 : 256］。ただし，こうした彩色本はもっぱ

ら美術的な観点から珍重されたと考えられ，『真珠』の中でも冒頭の地誌や天文誌の部分の

みをカバーしているにすぎなかった。この当時において，『真珠』の歴史的叙述全体をカ

バーする翻訳が作られたかどうかは定かではない。

オスマン朝期における『真珠』の翻訳として最も有名なのは，前述した，アフメト 3世治

下で行われた翻訳事業である。この時代，数多くのアラビア語文献およびペルシア語文献が

オスマン語に翻訳されたことが知られているが，『真珠』もその中の一つであった。バービ

ンガーの研究によれば，1725 年，アフメト 3 世の大宰相ネヴシェヒルリ・ダーマード・イ

ブラヒム・パシャは多くの知識人を集めて，アラビア語の歴史書である『真珠』と，ペルシ

ア語の歴史書である『H
̇
abīb al-siyar』の翻訳を行うよう命じたという［Babinger 1927 :

259-262］。なお，両史書の翻訳事業については，自らも翻訳者として関わったキュチュク

チェレビザーデ Küçükçelebizade の歴史書にも同様のことが述べられている4)。

しかし，こうした書誌学的研究は『真珠』の翻訳書に関連する情報を記したものであり，

『真珠』のアラビア語原典について詳しく述べられてはいない。これらの翻訳事業の際には，

いったいどのような『真珠』原典が参照されたのであろうか。

3 オスマン朝期稿本

現存する『真珠』稿本の中には，オスマン朝時代に書写されたものも数多く残っている。

その中でも以下に挙げる稿本群は，いずれも 4巻で一揃いのシリーズを構成しており，1巻

あたりの葉数がそれぞれ 500 を超える大部の稿本であるという共通点を持つ。それぞれの葉

数，大きさ等は【表 3】のとおりである。

(1) Gülnüş Valide Sultan 61-64 (スレイマニイェ図書館蔵)

ギュルヌシュ・スルタン (1715 年没) とはメフメト 4 世 (在位 1648-1687 年) の后であ

り，その息子であるムスタファ 2 世 (在位 1695-1703 年) およびアフメト 3 世の治世にも

ヴァーリデ・スルタン (母后) として高い地位にあった人物である［İpşirli 1996］。彼女の

名が冠されたこのコレクションは，現在スレイマニイェ図書館に収められており，そのうち

の no. 61〜64 の 4冊が『真珠』稿本である。それぞれの稿本はいずれも 600葉から 900葉

に及ぶ大部のものであり，その内容はさらに細かい小区分に分かれている。複数の手によっ

て書写されたとみられるが，書写者にかんする具体的情報は残っていない。書写年について

は，no. 63 稿本の中に「1113 年ズルカアダ月 (1702 年 4月)」という記述があり，おおよそ

その前後に書写されたと考えられる［Gülnüş 64 : fol. 94a］。

4 ) Küçükçelebīzāde : 358-360 ; 小笠原 2004 : 139。なお，同史書における『真珠』翻訳事業に関す

る情報は，小笠原氏よりアドバイスを受けた。ここに記して謝意を表したい。
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(2) Beşir Ağa 454-457 (スレイマニイェ図書館蔵)

ベシル・アー (1657-1746) は，エチオピア出身の宦官としてメフメト 4 世のころから宮

廷に仕え，アフメト 3世，マフムト 1世の時代には宮廷宦官長を勤めた。愛書家としても知

られた人物であり，自らの名を冠した図書館を設立したことでも有名である［Hathaway

2005］。彼の蔵書コレクションの中にある，4冊からなるこの稿本群は，複数の手で書写さ

れ，書写者にかんする具体的情報は残っていない。稿本 no. 455 には「1129 年ムハッラム月

(1716 年 12月)」，no. 456 には「1130 年ラビーウ第 1月 (1718年 2月)」との日付が記され

ている［Beşir Ağa 455 : 2, fol. 482b ; Beşir Ağa 456 : 1, fol. 103a］。

(3) Carullah 1588-1591 (スレイマニイェ図書館蔵)

ジャールッラー (1738年没) は，イスタンブルやエディルネで法官として活躍した法学

者である［Özcan 2013a］。彼の蔵書の中にも 4冊の『真珠』稿本があり，そのうち稿本 no.

1591 写本には「1132 年シャッワール月/1720 年 8 月」との日付が記され，書写者の名前と

してMuh
̇
ammad Abū Ismāʿīl al-Urdunawīという人名が記されているが，この人物の詳細

は不明である［Carullah 1591 : fol. 849b］。

(4) Ahmet 2912/1-4 (トプカプ宮殿図書館蔵)

アフメト 3世のコレクションの中にも，4巻からなる『真珠』稿本群があることがカタロ

グから確認されるが，詳細は不明である。カタログによると，10/16 世紀に書写されたとい

う［Karatay 1966 : 399-400］。
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【表 3】 オスマン朝期稿本

所蔵番号 収載内容 (AH) 葉数 書写年月日

Gülnüş Valide Sultan 61 前書き-16 625

Gülnüş Valide Sultan 62 16-330 809

Gülnüş Valide Sultan 63 331-620 688 1113.11/1702.04

Gülnüş Valide Sultan 64 621-850 630

Beşir Ağa 454 前書き-16 704

Beşir Ağa 455 16-330 872 1129.01/1716.12

Beşir Ağa 456 331-620 1130.03/1718. 02

Beşir Ağa 457 621-850 756

Carullah 1588 前書き-23 740

Carullah 1589 24-330 673 1132/1719-1720

Carullah 1590 331-620 755

Carullah 1591 621-850 849 1132.10. 11/1720.08. 16

Ahmet 2912/1 前書き-22 (AH) 564

Ahmet 2912/2 23-334 608

Ahmet 2912/3 335-623 530

Ahmet 2912/4 624-850 581



これらのオスマン期『真珠』稿本は，いずれもアフメト 3世治下の翻訳事業が開始された

1725 年よりも前に書写されており，とくに Gülnüş稿本の書写年はアフメト 3世の治世より

も先立つ。オスマン期においてアフメト 3 世以前から，『真珠』という作品への関心が存在

していたことは疑いはないが，これら稿本の書写と，アフメト 3世による翻訳事業は，どの

ような関係があったのだろうか。

Ⅱ TIEM所蔵『真珠』稿本

1 TIEMのコレクションについて5)

TIEM の前身は，オスマン朝末期において，スレイマニイェ複合施設内に設置されたイ

スラム・ワクフ博物館 (Evkaf-ı İslam Müzesi) である。1983 年に現在の地，すなわちスレ

イマン 1 世 (在位 1520-66 年) の大宰相パルガル・イブラヒム・パシャ Pargalı İbrahim

Paşa (d. 1536) の邸宅跡に移動して，現在にいたっている［Aksoy 1984］。

TIEMには多くのアラビア語稿本が所蔵されており，『真珠』稿本についても 8 点が所蔵

されている。その収載内容と葉数などの情報は【表 4】のとおりである。20 世紀初頭にイス

タンブルのアラビア語写本を調査したカーアンはそれらについて，「ワクフ博物館は 8 巻

(volumes)を所蔵し，それは 4つの collections の部分をなす。いずれも著者の没後まもなく

(書写されたもの) であり，文字はきわめて読みやすい」と述べている［Cahen 1936 :

353-354 ; Şeşen 1997 : 629-630］。ここでカーアンの分類に従い，4つのコレクションそれぞ

れの書写者を検討すると，以下のとおりである。

(A) No. 2155, 2156

No. 2155末尾に書写者名と書写年月日が記されており，そこからイラーキーMuh
̇
ammad

5 ) 筆者は 2005 年 3月に実見調査を行い，その成果の一部は 2009 年日本オリエント学会第 51回大

会において「オスマン朝時代のアラビア語写本：トルコ・イスラム美術博物館 2155-2162 写本を

めぐって」と題するポスター発表を行った。
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【表 4】 TIEM所蔵本

所蔵番号 巻 収載内容 (AH) 葉数/行数/サイズ 書写年月日

A
no. 2155 2 242/19/270×180 881.09. 05/1476.12. 22

no. 2156 5 5-10 333/19/268×180

B no. 2157 16 708-724 273/23/268×176 893.12. 16/1488. 11. 21

C no. 2158 19 331-386 283/19/268×180

D

no. 2159 22 481-521 314/19/272×188

no. 2160 25 579-591 218/19/268×180

no. 2161 26 591-621 420/19/270×180

no. 2162 37 799-813 303/19/270×180



b. Muh
̇
ammad b. Muh

̇
ammad al-ʿIrāqīなる人物が，881 年ラマダーン月 5日土曜日 (1476

年 12月 22日) に書写した稿本と分かる［TIEM 2155 : fol. 242a］。同時代史料中でこの人物

の伝記情報を確認することはできないものの，書写年代やその収載内容からすると，この 2

冊が上記の 2分冊稿本群に含まれるものであることが分かる。なお，これまで書写者不明で

あったAhmet 2911/C1 稿本と筆跡や体裁が酷似しており，これらは同一の書写者によるも

のと考えられる。

(B) No. 2157

末尾に書写者名としてMuh
̇
ammad b. Ah

̇
mad b. Muh

̇
ammad al-Ikhmīmī，書写年月日とし

て 893 年ズルヒッジャ月 16 日 (1488 年 11 月 21 日) という文言が記されている［TIEM

2157 : fol. 273b］。すなわち上述のイフミーミー書写本群の一部を構成するものであり，内容

からは 19巻本中の第 16巻に相当すると判明する。

(C) No. 2158

書写者，年代ともに不明であるが，カーアンは著者没後まもなく書写された稿本と記して

いる。これがマムルーク朝時代に書写されたものであるとすれば，その収載内容から，2分

冊本稿本群の一部であると考えられる。

(D) No. 2159-2162

書写者名等の情報が一切記されていないが，筆跡や体裁から判断すると，Veliyyüddin

2394 稿本の書写者，すなわちアズハリーの筆になるものと分かる。

このように，これら TIEM 所蔵本はさまざまな書写者の筆になるものではあるが，いず

れもマムルーク朝期に書写された稿本であると考えられる。8 冊のうち 1冊は，全 19巻本

のイフミーミー書写本であるが，残りの 7冊は「2分冊稿本」に該当する。

2 TIEM所蔵本の来歴――奥書に書かれた情報から

これらの TIEM 所蔵本のうち，No. 2155 には，そのタイトルページの前に 3葉 (6 ペー

ジ) にわたるアラビア語による奥書が付されており，これら 8 冊の『真珠』稿本の来歴と，

アフメト 3世による『真珠』翻訳事業の説明，および，8 冊それぞれの収載内容が記されて

いる［TIEM 2155 : fols. ib-iva］。奥書中に，「先の書記長官 (raʾīs al-kuttāb al-sābiq)」ムス

タファー・エフェンディー al-H
̇
ājj Mus

̇
t
̇
afā Afandī という名前と，1161 年 2月 5日/1748年

2月 4日に記されたとの記述がある。この奥書は，イラーキーによって書写された『真珠』

本文とは明らかに異なる筆跡で書かれており，これらの稿本がどのようにして一つのコレク

ションとしてまとめられ保管されるかにいたったかを正確に伝えていると考えられる。

以下にこの奥書の内容を紹介するが，その文章は押韻の形式を持つ散文，すなわちサジュ
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ウ (sajuʾ) の体裁を取っており，また修辞に満ちた表現となっているため，すべてを逐語

訳することは有益ではないだろう。ここでは奥書のおおよその内容を要約して示すこととす

る。

1．これらはアイニー『真珠の首飾り』の書，全 30 数巻 (qit
̇
aʿ) のうちの 8 巻であり，エ

ディルネにあるサリーム・ブン・スライマーン (セリム 2 世，在位 1566-74 年) の書庫

(kutubiyyah) にワクフとして設定されたものである。これらはアフメト 3 世治下の

1140(1727)年の終わりまで，そこに保管されていた［fol. ib, ll. 3-6］。

2．アフメト 3 世は，『真珠の首飾り』をトルコ語に翻訳することを大宰相イブラヒム・パ

シャに任じ，［先述の 30 数巻本とは別の］大部の 4巻 (mujallad) からなるその歴史書

を与えた。イブラヒムはそれを，彼のもとにいる翻訳の適正のある者たちに分配した。

この 4巻本は，1130(1717)年までエディルネに住んでいたシャイフ・ユースフなる者が

書写したものである。ところがこの書写本には「1 行たりとも誤りから自由なものはな

く，抜け落ちのないものはなかった」ため，書記たちには翻訳することができなかった

［fol. ib, l. 7-fol. iia, l. 2］。

3．その頃，エディルネの法官アフマド・ムイードが，エディルネのセリミイェ書庫に 30 数

巻 (qit
̇
aʿ) からなる『真珠』が存在すると報告した。それは先述の者 (シャイフ・ユー

スフ) が書き写した原本であった。［イブラヒムは］翻訳に正確を期するため，その 30

数巻からなる書を「コンスタンティノープル (イスタンブル)」に取り寄せ，翻訳者たち

に分配した。その原本は，著者の自筆本を含む，さまざまな人びとの筆になり，誤りが

入り交じっていた［fol. iia, ll. 3-15］。

4．こうして翻訳は完成したが，彼ら (翻訳者たち) に書物を持ち帰ることを許していたた

め，窃盗が起こり，散逸してしまった。マフムト 1 世 (在位 1730-54 年) 治下の 1160

(1748)年，私はムルタダー・エフェンディー (al-H
̇
ājj Murtad

̇
āAfandī al-ʽAwīr) という

人物の遺産台帳の中に，先述の書物のうち 8 巻を見つけた。それらは「スルタン・セリ

ムのトゥグラー (花押) の印を押され，ワクフし［神の］道に供するとの印があり，納

税支払いを免除されていた」。私はそれらが［正当な］所有物ではなく盗品であることを

知り，それらを自宅へと持ち帰った［fol. iib, l. 8-fol. iiia, l. 2］。

これ以降は，これら 8 巻本の収載内容についての情報になるため省略する。

この奥書に書かれている内容を時系列にまとめれば，以下のようになる。

・1130/1717 年以前 エディルネのシャイフ・ユースフが『真珠』の 4巻本を書写する。

・(1725 年) アフメト 3 世が大宰相イブラヒム・パシャに『真珠』の翻訳を命じ，シャイ

フ・ユースフの 4巻本を与える。

・1140/1727 年 エディルネのセリミイェ書庫から『真珠』の 30 数巻本を取り寄せる。

・翻訳は完成するが，『真珠』30 数巻本は散逸する。

・1160/1748年 奥書の書き手であるムスタファー・エフェンディーが，ムルタダー・エ
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フェンディーの遺産の中から『真珠』30 数巻本のうちの 8 冊を見つける。

この奥書に登場する『真珠』の稿本群は，シャイフ・ユースフによる 4巻本と，セリミ

イェ書庫から招来された 30 数巻本の 2種類である。前者についてはその後どのようになっ

たかは記されていないが，大部の 4巻本という特徴からは，先に見た，オスマン朝期に書写

された『真珠』稿本群との共通性が見て取れる。当初からアフメト 3世の蔵書であったこと

を考えれば，現在アフメト 3 世コレクションの中にある 2912番稿本の 4巻本がそれである

可能性が高いだろう。

一方，後者については現在TIEMが所蔵する 8 冊以外にも 20冊以上の稿本が存在したは

ずであるが，それらの行方は分からない。「30 数巻本」という冊数からは，これらが「2 分

冊稿本」群の全体に相当するとも推測される。しかし，奥書ではこれらの中にはアイニーの

自筆本が含まれていたとあり，また実際に現存する TIEM所蔵本には「19巻本」を構成す

るイフミーミー書写本も含まれてもいる。それゆえ，この 30 数巻本はさまざまな稿本群か

らの寄せ集め的なコレクションであったと考えるべきであろう。

また，シャイフ・ユースフ 4巻本にせよ，セリミイェ所蔵の 30 数巻本にせよ，どちらも

エディルネから取り寄せられているという点にも注意を要する。この奥書が書き足されたの

はイスタンブルにおいてであり，当然ながらアフメト 3世治下の『真珠』翻訳事業もイスタ

ンブルにおいて行われたことは間違いがないだろう。しかし，それ以前の段階では実に多く

の『真珠』稿本がエディルネに存在したことがうかがえるのである。アラビア語稿本受容の

歴史におけるエディルネの重要性については，次章で再び触れることとする。

それでは，そもそもセリミイェ書庫が所蔵していた 30 数巻本とは，どのような稿本群

だったのであろうか。

Ⅲ オスマン朝期『真珠』稿本コレクションの復元

1 旧セリミイェ所蔵本

TIEM 稿本の奥書には，セリミイェ所蔵本にはいずれもセリム 2 世のトゥグラーの印が

あったと書かれていた。トゥグラーとは，元来はオスマン朝君主による自筆のサインのこと

を意味するが，オスマン期においてはトゥグラーの意匠を彫り込んだ印章を蔵書に捺印し，

それがその人物の所有する書物，あるいはその人物がワクフ財として寄進・管理している書

物を示していたことが知られている［Sayyid 1997 : 1, 246-257］。トゥグラーを印章として蔵

書に捺印する慣行は，バヤジト 2世の時代から始まったとされる［Déroche 2006 : 336-337］。

TIEM が所蔵する『真珠』稿本を見てみると，no. 2155, 2157, 2159, 2160 の 4点には，そ

のタイトルページの裏面か最終ページ，あるいはその両方に，アーモンド型の枠の中に文字

が彫り込まれた印が捺印されている。これらの稿本に押されているのはこの印のみであるた

め，これがセリム 2 世のトゥグラーであるとみてよいだろう。ただし仔細に観察すると，
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No. 2159 の印は他の 3つに比べると丸みを帯びた形状をしており，これらの印は実際には形

が異なる 2種類の印であることが分かる。しかし枠内に書かれた文面は変わりがなく，どち

らも等しくセリム 2世の蔵書であることを示していると考えられる6)。

一方，TIEM 稿本のうちセリムの蔵書印が無い 4冊には，タイトルページの裏面か最終

ページのどちらかに，印とほぼ同じ大きさの削り跡が確認できる。これらは元々はセリムの

蔵書印が押されていたものが，ある時点で削り取られたものと推測される。おそらくは，奥

付の記述に照らして考えるならば，これらの稿本が盗品として流通した際に所蔵を示す印が

削り取られたものと推測しうるが，詳細は不明である。

さて，すでに知られている『真珠』稿本の中には，このセリム 2世のトゥグラーとおぼし

き印を持つものがいくつか見つかる。その稿本とは【表 5】のとおりである。これらの印が

セリミイェ書庫の蔵書であったことを示すものであるならば，【表 5】にあげた稿本が，上

述の奥書で述べられていた，30 数巻本からなるセリミイェ所蔵本の一部にあたることにな

る。

これらの多くがVeliyyüddin コレクションに加えられていることに注目したい。そもそも

このコレクションは，イスラーム長老 (Şeihülislam) 職にあった Veliyyüddin Efendi (1768

年没) が自らの蔵書をアーティフ図書館 (Atif Efendi Kütüphanesi) に寄贈し，その後現在

あるバヤズィト図書館に移管されたという歴史をたどっている［İhsanoğlu 1995 : 23 ; Özcan

2013b］。また，これらの稿本すべてには「イスラーム長老ワリーユッディーン・エフェン

ディーが 1175(1761-1762)年にワクフとした (waqafa shaykh al-Islām Walīy al-dīn Afandī

al-marh
̇
ūm al-h

̇
ājj Mus

̇
t
̇
afá Āghā ibn al-marh

̇
ūm al-h

̇
ājj H
̇
usayn Āghā sanat 1175)」との文

言の彫り込まれた印が押されている。つまり，Veliyyüddin コレクションは上述のTIEM所

6 ) セリム 2世のトゥグラーは，Salīm Shāh bn Sulaymān Shāh Khān al-Muz
̇
affar d

̇
āʾiman という文

面である。www.tugra.org参照。なお，Atbaş 2019 : 211 には，バヤジト 2世が王子時代と君主位

に就いた後とで 2種類のトゥグラー印を使い分けていた事例が示されている。
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【図 1：TIEM 2155】 【図 2：TIEM 2159】



蔵本がムスタファー・エフェンディーによって発見され確保されたよりも後に寄贈されてお

り，この発見より後に見つけ出されたものとの可能性がある。

また，セリミイェの印が押された稿本には Süleymaniye コレクションに加えられている

ものもある。スレイマニイェ図書館自体は 1557 年に完成しているが，そこに収められた

Süleymaniye コレクションは，マフムート 1 世 (在位 1730-54 年) と大宰相 Köse Mustafa

Bahir Paşa の頃に集められたものである［İhsanoğlu 1995 : 24］。こちらの場合は，上述のム

スタファー・エフェンディーによる発見以前に見つけ出されていたものと考えられる。

このように，現存する『真珠』稿本に押されたトゥグラー印を検証することによって，そ

れがかつてセリミイェに収蔵されていた『真珠』稿本群であるか否かを判断することが出来

る。残念ながら筆者は，マムルーク朝期に関連する巻，すなわち第 14巻以降を中心に史料

調査を行ってきたため，それ以前の巻については未検討の部分が多い。しかし今後のさらな

る調査によって，旧セリミイェ所蔵本を復元することは可能であると考えている。

2 オスマン朝期稿本群

今回は，アフメト 3 世期の翻訳事業で当初底本とされた 4巻本とおぼしい，Ahmet 2912

稿本群について検討することはできなかった。この稿本群は，セリミイェに所蔵されていた

30 数巻本を原本としているとあるが，いつどのように作成されたものかは分からない。し

かし，これと同様に大部の 4巻からなるコレクションが，Gülnüş，Beşir Ağa，Carullah に

所蔵されており，それらはアフメトの翻訳事業以前にすでに完成していた。これらの稿本群

と，旧セリミイェ所蔵本との記述内容を比較することで，オスマン朝期の書写本がどのよう

に成立したかを考えてみたい。ただしここでは，それぞれの稿本群の第 4巻に相当する部分
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【表 5】 セリム 2世のトゥグラーを持つ稿本

アーモンド型

トゥグラー

丸みを帯びた

トゥグラー
削り跡のみ

TIEM 2155 ○

TIEM 2156 ○

TIEM 2157 ○

TIEM 2158 ○

TIEM 2159 ○

TIEM 2160 ○

TIEM 2161 ○

TIEM 2162 ○

Veliyyüddin 2390 ○

Veliyyüddin 2392 ○

Veliyyüddin 2393 ○

Veliyyüddin 2394 ○

Veliyyüddin 2396 ○

Süleymaniye 835 ○

Es
̜
ad 2317 ○



のみを取り上げることとする。各稿本の各部ごとの葉数と，それぞれの底本であったと想定

される稿本を【表 6】にまとめた。

(1) Gülnüş 64

Gülnüş稿本群の 4巻目にあたり，ヒジュラ暦で 621 年以降の内容を収載しているが，そ

の中身はさらに細かく 5 つの部に分かれている。第 1部は 621 年から 688年の内容を含み，

その奥書には，822 年ラビーウ第 2月 24日 (1419 年 5月 28 日) に執筆された自筆本から，

895 年ジュマーダー第 1 月 7 日 (1490 年 3 月 29 日) にムハンマド・ブン・アフマド・ブ

ン・ムハンマド・アンサーリー，すなわちイフミーミーが書写し終えたと書かれている

［Gülnüş 64 : fol. 208b］。当然これは，Gülnüş稿本の書写者が基にした稿本に書かれていた文

面をそのまま引き写したものであるが，その文面は Veliyyüddin 2391 稿本と一致する

［ʿIqd/Amīn : 393-394］。この第 1部は Veliyyüddin 2391 の子写本，あるいは孫写本である

と言えよう。

第 1部の末尾にはトルコ語で「689 から 707 まで元の写本から欠落している」との一文が

記されている。この稿本を書写した際に，底本とすべき稿本が見つからなかったことを示し

ている。

第 2部，第 3部，第 4部は，それぞれ奥書がないが，それぞれの収載内容は，「2 分冊稿

本群」に属するVeliyyüddin 2393，Veliyyüddin 2394，Süleymaniye 835 と一致する。

第 4部の末尾にはトルコ語で「上述年から 799 年まで元の写本で欠落」と記されている。

第 5部は 799 年から 850 年までの内容を含み，末尾の奥書には，自筆本から 893 年ジュ

マーダー第 1月 19日 (1488年 5月 31日) にイフミーミーが書写したとの記述がある。こ

れも第 1部と同様，元の稿本にあった文面をそのまま引き写したものであり，その文面は

Veliyyüddin 2396 稿本と一致している［Gülnüş 64 : fol. 630b ; Veliyyüddin 2396 : fol. 387a］

(2) Beşir Ağa 457

Beşir Ağa 稿本群の 4巻目にあたる no. 457 は，389葉目を超えたところでページ番号が改
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【表 6】 『真珠』オスマン朝期稿本とその底本との関係

巻
Gülnüş 64 Beşir Ağa 457 Carullah 1591

葉 数 想定される底本 葉 数 想定される底本 葉 数 想定される底本

14 1a-208b Veliyyüddin 2391 1/1a-227b Veliyyüddin 2391 1a-204a Veliyyüddin 2391

15 205a-375a Veliyyüddin 2392

16
209b-278b Veliyyüddin 2393 1/228b-308b Veliyyüddin 2393

376b-525b TIEM 2157
279b-348b Veliyyüddin 2394 1/309b-389a Veliyyüddin 2394

17
373b-442a Süleymaniye 835 2/1a-67a Süleymaniye 835

526a-612b 不 明

18

19 444a-630b Veliyyüddin 2396 2/68b- Veliyyüddin 2396 613a- Veliyyüddin 2396



まっているため，Part 1，Part 2 として区別する。Part 1 はさらに 3部に，Part 2 は 2部に

分かれ，計 5部が含まれていることになるが，その内容は上記 Gülnüş 64 とほぼ同様である

ため，詳しい説明は省略する。

(3) Carullah 1591

Carullah 稿本群の 4巻目にあたる no. 1591 は，カバーする年代は 621 年から 850 年と上

記の 2稿本と同様ではあるが，その中身は 5つの部に分かれており，さらに収載内容を仔細

にみると上記 2 稿本とは大きく異なる点がある。

第 1部は，末尾の奥書にイフミーミーによる書き込みがそのまま写されており，上記 2 稿

本と同様にVeliyyüddin 2391 の子写本，あるいは孫写本であることが見て取れる［Carullah

1591 : fol. 204a］。

第 2 部には奥書は無いが，689 年から 707 年の内容を含んでおり，自筆本である

Veliyyüddin 2392 の子写本，あるいは孫写本であると考えられる。

第 3部は 708年から 724 年の内容を含み，末尾の奥書には 893 年ズルヒッジャ月 16日

(1488年 11月 21日) にイフミーミーが書写したと記されている。これは TIEM 2157 稿本

の奥書と一致している［Carullah 1591 : fol. 525b ; TIEM 2157 : fol. 273b］。

第 4部は，725 年から 798年の内容をカバーしているものの，その文章は『真珠』本文と

比べて情報量が少なく，おそらくは他の歴史書からの書写であると思われる。現時点では

Süleymaniye 830 の文章との共通点が多いため，アイニーの別著作である『満月の歴史

(Tārīkh al-badr fī aws
̇
āf ahl al-ʿas

̇
r)』からの書写と考えているが，相違点も多く確定はで

きない。

第 5部は，上記 2 稿本と同様，Veliyyüddin 2396 稿本と一致している。

3 オスマン朝期稿本群はどのように作られたか

以上のように，3稿本それぞれがさまざまな稿本を底本として『真珠』を複製しようとし

た様子がうかがえる。時に，底本がないために省略している箇所や，『真珠』以外の別の歴

史書を代用として使っている箇所もあり，複製としては必ずしも完全ではないことも分かる。

これらの底本と想定される稿本を見ると，ほぼすべてが前述の【表 5】にあるセリム 2世の

トゥグラーを持つ稿本であることが見て取れる7)。

オスマン朝期 3稿本の製作年代からすれば，これらはみなエディルネのセリミイェに所蔵

されていた稿本を底本として作られた可能性が高いだろう。むろん 3稿本がこれらの底本か

ら直接ではなく，間接的に参照して書写された可能性はあるが，これら 3稿本の書写者たち

7 ) ただしVeliyyüddin 2391 については筆者は実見しておらず，それがセリムのトゥグラーを持つ

か否かは未確認である。
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にとって，参照しうる最良の写本が当時セリミイェにあったことは確実である。

このことは，アフメト 3世即位以前のオスマン朝の宮廷が，イスタンブルではなくエディ

ルネに置かれていた事実と照らしてみれば，驚くにはあたらない。アフメト 3世の父メフメ

ト 4世はその治世のほとんどをエディルネで過ごし，この間，官僚機構やハレムの組織まで

もが，イスタンブルではなくエディルネに置かれていた。宮廷がエディルネにあるという状

態は，アフメトの兄ムスタファ 2 世が 1703 年のエディルネ事件で廃位させられるまで続い

た［林 2008 : 276-284 ; 小笠原 2018 : 189-199］。こうした状況下で，メフメト 4 世の后，ム

スタファ 2 世の母后として，エディルネの宮廷において力を持っていたギュルヌシュ・スル

タンにとっては，エディルネのセリミイェ書庫が所蔵していた稿本を自由に渉猟して稿本を

書写させることは大いに可能であったと考えられる。

また，【表 7】では逆に，現存するマムルーク朝期稿本のうち，ヒジュラ暦 621 年以降の

内容を収載するものを，巻数ごと，バージョンごとに並べ，それぞれの右の列に Gülnüş，

Beşir Ağa，Carullah のうちそこから書写されたものをG，B，Cの頭文字で記した。このよ

うにすると，オスマン朝期 3稿本が決して直接の底本とはしなかった稿本があることが分か

る。その稿本とは，著者自筆本の第 17巻，第 19巻にあたる Ahmet コレクションの 2911/

A17 と A19，および，2分冊稿本の第 34巻にあたるAhmet コレクションの 2911/C34 であ

る8)。オスマン朝期 3稿本は，これらの該当箇所については省略したり，イフミーミー書写

本からの書写で補ったりしていたことが分かるだろう。

アフメト・コレクションの『真珠』稿本が参照されなかったのは，それらが当時の書写者

には知られていなかったか，あるいは書写者にはアクセスの出来ない場所に所蔵されていた

ためであろう。アフメト・コレクションを構成する稿本にはいずれもアフメト 3世のトゥグ

ラー印が押されているが，Ahmet 2911/A17 と A19 には，それ以外のいかなる印も押され

8 ) 3 稿本すべてがより情報量の多いVeliyyüddin 2396 を参照しているため，TIEM 2162 について

は除外することができる。
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【表 7】 『真珠』マムルーク朝期稿本とその子写本との関係

巻 自筆本 イフミーミー書写本 2分冊稿本

14 Veliyyüddin 2391 G B C

15 Veliyyüddin 2392 C

16 TIEM 2157 C
Veliyyüddin 2393 G B

Veliyyüddin 2394 G B

17 Ahmet 2911/A17
Süleymaniye 835 G B

Ahmet 2911/C34

18

19 Ahmet 2911/A19 Veliyyüddin 2396 G B C
TIEM 2162



ていない。このことから考えると，アフメト 3世期には，エディルネの宮廷にいた知識人た

ちには知られていなかった新たな『真珠』稿本が発見され，アフメト・コレクションに加え

られたのであろう。

む す び

本稿の分析の結果として，オスマン朝による『真珠』稿本の受容は以下のような流れで進

んだと言えるだろう。

確認できる限りにおいて，オスマン朝スルタンの中で『真珠』稿本を最初に見いだしたの

はセリム 2 世であった。彼は，30 数巻からなる『真珠』稿本を，エディルネに建設したセ

リミイェ書庫に，ワクフ財として収蔵したのである。このセリミイェ所蔵本は，一部アイ

ニーの自筆本も含んではいたものの，さまざまな書写者による稿本の寄せ集めであった。

その後 17 世紀末頃から，オスマン朝宮廷において『真珠』への関心が高まり，書写や翻

訳がなされるようになった。17 世紀後半から 18世紀初頭まで，オスマン朝スルタンの居所

はエディルネに置かれていたため，『真珠』の書写本や翻訳本の製作もエディルネにおいて，

セリミイェ収蔵本を基にして行われていた。こうして製作された書写本が，現在は Gülnüş，

Beşir Ağa，Carullah，そしておそらくはAhmet 2912 に所蔵されている 4巻本稿本である。

再びイスタンブルに居所を戻したアフメト 3世の治世では，本格的な『真珠』の翻訳事業

が開始され，それまでエディルネに置かれていたさまざまな『真珠』稿本がイスタンブルに

置かれるようになった。セリミイェ所蔵本はこの時期にエディルネから取り寄せられたが，

それらは翻訳者の閲覧に供されるうちに散逸し，現在ではTIEM，Veliyyüddin などの異な

る稿本コレクションに分け持たれるようになっている。ただし，アフメト 3世はその治世に

おいて，アイニー自筆稿本が大半を占める『真珠』稿本群を入手し，ワクフ財として自らの

書庫に加えてもいた (Ahmet 2911/A)。

このような『真珠』受容の流れの中で，目を引くのはエディルネ宮廷という場の重要性で

ある。そもそもセリム 2世によってエディルネに『真珠』稿本が置かれるようになったのは

偶然であったが，そのことが後に，メフメト 4世によるエディルネへの宮廷移転を機に，宮

廷人士の間で『真珠』という作品が再発見され，多くの稿本が書写されるきっかけを作った

と言えるだろう。上に見たとおり，バービンガーに代表されるこれまでの研究では，『真珠』

受容についてはアフメト 3 世および大宰相ネヴシェヒルリ・ダーマード・イブラヒム・パ

シャの主導権に注目されてきたが，彼らの翻訳事業以前に宮廷で力を持っていた，母后ギュ

ルヌシュや宦官長ベシル・アーの果たした役割について，今後さらに検証されるべきであろ

う。

一方，アフメト 3世の翻訳事業を含む文化振興については，必ずしも肯定的な評価を下し

うる側面ばかりではなかった。彼の命令で，多くの『真珠』稿本がイスタンブルに集められ
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たが，その過程で紛失しかけた稿本もあったのである。さらに，アフメト 3世はそれまで知

られていなかったアイニーの自筆本を見いだして自らのコレクションに加えたという功績も

挙げられるが，それらは宮廷人士の閲覧にどれだけ供されたのであろうか。少なくとも

TIEM 稿本に付されたムスタファー・エフェンディーによる奥書には，アフメト・コレク

ション中の自筆本群については言及がない。つまり，アフメト 3世の『真珠』翻訳事業にお

いては，新たに見いだされた自筆本群は一切用いられなかった可能性がある。

さて，本稿ではオスマン朝において『真珠』稿本がどのように受容されたかを説明したが，

そもそも『真珠』稿本がカイロからどのように持ち去られたかについては明らかになってい

ない。一般には，1517 年のセリム 1 世のエジプト征服により多くの文物がカイロから持ち

去られたと考えられるが，セリミイェ所蔵本のワクフ設定はセリム 2世の在位中，ないしは

彼が王子であった期間に行われたはずである。エジプト征服からセリム 2世即位までのおよ

そ 50 年の間，『真珠』稿本はどこにあったのだろうか。同様に，アフメト 3 世による

Ahmet 2911/Aシリーズのワクフ設定は，エジプト征服から 200 年近く経過した彼の在位中

に行われたはずである。その間，自筆本を含む極めて価値の高い稿本群は，どこにあったの

だろうか。

セリム 1世がマムルーク朝，およびサファヴィー朝から戦利品として獲得した書物は，ト

プカプの内廷 (Enderun) に留め置かれ，その後，息子のスレイマン 1世の時代に目録が作

られたという［Atbaş 2019 : 161-162］。セリム 2世は，祖父によってカイロからもたらされ，

父によって目録化された内廷の書物群の中から自らの取り分を選び取り，エディルネの自ら

の書庫に運ばせたのであろう。しかしここで，すべての『真珠』稿本がセリム 1世によって

一度にカイロから持ち出され，内廷に置かれていたと仮定すると，セリム 2世は貴重な自筆

稿本は除外して，あえて雑多な寄せ集めを選んで自らの書庫に移したことになる。セリミ

イェ所蔵本が当時トプカプにあった『真珠』稿本のすべてであったと考える方が自然であろ

う。

それではアフメト 3世コレクションに加えられた稿本群はどこに置かれていたのだろうか。

アフメト・コレクションを構成するアイニー自筆本は，それぞれの稿本の冒頭に記されたワ

クフ設定文から，マムルーク朝期にはカイロのバドリーヤ学院内にワクフ財として置かれて

いたことが明らかである。これらのワクフ財は，セリム 1世の征服時にも収奪を免れてその

後もカイロに置かれ続け，アフメト 3世期に再発見されてトプカプの彼のコレクションに加

えられたのではないだろうか。

以上，推論を重ねる形となったが，現在手元にある証拠から，『真珠』稿本がオスマン朝

にどのように流入し受容されたかを再構成した。マムルーク朝期に育まれた豊かな書物の文

化は，マムルーク朝滅亡後，段階的にオスマン朝宮廷に運ばれ，時間をかけて受容されて

いったのである。
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